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嘉
十
一
月
十
五
日
、
嘉
瀬
小
学
校
（
神
成
忠
尚
校

長
）
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
鳴
海
等
会
長
）
が
主
催
で

餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
の
が
あ
り
あ
ま
り
、
消
費
は
美
徳
だ
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
る
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

〃
物
を
大
事
に
す
る
心
“
が
欠
け
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
〃
物

は
大
事
に
使
う
も
の
だ
“
と
い
う
こ
と
を
教

え
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
十
月
十

日
に
、
家
庭
で
い
ら
な
く
な
っ
た
古
新
聞
や

古
鉄
な
ど
の
廃
品
を
回
収
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
が
八
万
二
千
円
の
お
金
に
変
わ
っ
た
。
そ

こ
で
、
み
ん
な
で
餅
つ
き
を
し
て
は
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
家
で
勉
強
し
ろ
と
ガ
ミ
ガ
ミ
い
う

お
母
さ
ん
た
ち
も
参
加
し
て
の
餅
つ
き
大
会
。

親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
一
役
。

餅
つ
き
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
五
・
六
年
の
児
童
が
行

い
、
つ
い
た
餅
は
、
地
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
、
七
・
五
・
三
を
し
て
い
る
保
育
所
に
も

配
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
も
ち
つ
き
大
会

瀬
小
で
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》
救
農
土
木
事
業
案

回

部
分
林
《

回回回回

需

回り率
今
回
の
冷
害
に
よ
る
被
災
農

函
家
の
救
農
土
木
事
業
と
し
て
、

函
町
で
は
部
分
林
（
公
有
林
）
の

園
造
林
覗
業
と
町
営
模
範
牧
場
の

ょ
廃
根
処
理
作
業
を
十
一
月
十
三

噸
日
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

函
作
業
内
容
は
、
部
分
林
内
の

回
下
刈
・
除
伐
・
枝
打
・
つ
る
切

蝿
り
等
の
育
林
作
業
と
歩
通
整
備
、

だ
並
び
に
牧
場
内
の
雑
木
の
刈
払

蝿
い
と
廃
根
の
処
理
で
、
部
分
林

圃
に
三
百
五
十
万
円
の
事
業
蜜
で

醒
七
百
五
十
人
の
作
業
員
が
就
労
、

蝿
ま
た
、
模
範
牧
場
に
は
百
五
十

木回
吉
田
米
五
郎
氏
に

回圃

勲
六
等

團圏回回金圃圃鬮回圃圃圏圏團

救
農
土
木
事
業
実
施
さ
れ
る

部
分
林
な
ど
に

五
百
万
円

今
回
の
冷
害
に
よ
る
被
災
農
一
万
円
の
項
業
識
で
三
百
三
十

の
救
農
土
木
事
業
と
し
て
、
三
・
五
人
が
就
労
、
今
月
七
日

吉
田
米
五
郎
氏
に

勲
六
等
単
光
旭
日
章

秋
の
叙
勲
で
、
吉
田
米●

に
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
約
七
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
除
伐
、
枝
打
作
業
、

林
道
四
千
二
百
十
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
二
千
百
メ
ー
ト
ル
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
金
木
町
中
央

公
民
館
で
、
昭
和
五
十
五
年
度

金
木
町
社
会
教
育
振
興
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
地
域
の
子
供
会

育
成
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
な

ど
社
会
教
育
関
係
者
百
人
が
参

加
、
開
会
の
こ
と
ば
を
金
木
町

社
会
教
育
委
員
の
大
橋
勇
五
郎

氏
が
述
べ
、
つ
づ
い
て
田
中

町
長
が
、
「
社
会
教
育
は
生
涯

を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
近
年
、
子
供
ら
の
非
行
を

見
る
と
、
い
か
に
社
会
教
育
が

必
要
で
あ
る
か
痛
感
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
日
頃
よ
り
社
会

教
育
に
尽
力
さ
れ
る
み
な
さ
ん

の
ご
労
苦
は
、
並
み
並
み
な
ら

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
れ
〃
．

社
教
振
興
大
会
開
催

池田繊維金木工場で

五周年を迎える

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
も
決

意
を
新
た
に
し
て
、
社
会
教
育

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
来
賓
の

花
田
県
議
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

各
団
体
の
活
動
発
表
と
協
議
に

移
り
ま
し
た
。

活
動
発
表
で
は
、
子
供
会
育

昭
和
五
十
年

に
誘
致
さ
れ
た

池
田
繊
維
株
式

会
社
金
木
工
場

で
操
業
五
周
年

を
迎
え
、
そ
の

記
念
式
典
が
、

十
一
月
二
十
九

日
、
金
木
町
中

●
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
「
子

供
ら
と
一
緒
に
遊
び
、
地
域
活

動
に
参
加
さ
せ
る
と
共
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
て

い
く
こ
と
で
子
供
ら
を
非
行
か

ら
守
ろ
う
」
と
、
日
頃
か
ら
の

体
験
を
交
じ
え
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
あ
と
、
「
三
才
の
ひ
み

つ
」
の
巡
回
指
導
を
し
て
い
る

小
野
幸
子
講
師
に
よ
る
〃
家
庭

教
育
と
食
事
〃
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
拍
手
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
心
で愛
の
手
を

第
二
回
社
会
福
祉
大
会

開
か
れ
る

○
暖
か
い
心
で
心
身
障
害
者

に
愛
の
手
を
、
○
明
日
へ
の
喜

び
を
お
と
し
よ
り
に
、
○
健
康

で
心
ふ
れ
あ
う
明
る
い
町
づ
く

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
木
工
場
は
、
池
田
繊
維
株

式
会
社
の
東
北
地
方
第
六
号
の

工
場
と
し
て
昭
和
五
十
年
十
二

月
に
誕
生
、
婦
人
子
供
服
の
製

造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
池
田
昭
治
社
長

が
「
従
業
員
の
努
力
に
よ
り
無

事
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

！

十
一
月
二
十
七
日
、
金
木
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
時
に
開
会
し
、
開
会
の
こ
と

ば
を
大
会
実
行
委
員
の
津
島
俊

雄
氏
が
述
べ
、
君
が
代
斉
唱
、
黙

祷
に
つ
づ
い
て
、
大
会
長
あ
い

さ
つ
を
金
木
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
花
田
一
氏
、
名
誉
大
会
長

あ
い
さ
つ
を
田
中
町
長
が
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
、
長
谷
川
方
氏
の
講

演
の
あ
と
、
表
彰
・
感
謝
状
の

贈
呈
に
移
り
、
長
寿
者
夫
婦
・

米
寿
者
・
社
会
福
祉
功
労
者
な

ど
百
八
十
五
人
に
贈
呈
さ
れ
、
代

表
し
て
成
田
チ
セ
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
長
ら
来
賓
の
祝
辞
、
大
会

宣
言
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

り
、
の
三
つ
を
ス
ロ
ー
ｌ
ガ
ン
に
、

第
二
同
雰
平
不
町
社
倉
塀
坪
大
会
か

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
と
共
に
工
場
拡
張
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。
」
と
、
式
辞
を

述
べ
、
長
期
勤
続
者
の
表
彰
に

続
き
、
田
中
町
長
、
白
川
町
議

副
議
長
ら
来
賓
の
祝
辞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

＃
し

(2）
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毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
密
を
選
挙
管
理
委

員
会
（
農
業
委
員
会
経
由
）
に

提
出
す
る
｝
」
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
申
諦
押
に
も
と
づ
い
て
名

簿
が
確
定
さ
れ
る
と
、
名
簿
に

登
載
さ
れ
な
か
っ
た
者
は
、
そ

の
後
一
年
間
名
簿
に
登
載
さ
れ

ず
、
農
業
委
員
の
選
挙
権
が
あ

り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
来
年
の
七
月
に
は

寒
い
冬
、
年
末
・
年
始

画
周
園
四
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
式

〔
圏
阿
南
国
軍
を
み
ん
な
で
追
放
し
よ
う

農
委
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を

（
Ｓ
弱
．
１
．
１
～
１
．
扣
）

農
業
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
申

請
神
に
よ
り
調
整
す
る
新
し
い

名
簿
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
申
諦
蒋
を
提
出
す
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
請
香
の
提
出
は
、
出
稼
ぎ

な
ど
で
世
帯
主
や
男
の
人
が
不

在
の
と
き
は
、
留
守
を
あ
ず
か

る
主
婦
や
代
理
の
人
で
も
結
構

で
す
。
ま
た
、
記
入
方
法
が
わ

か
ら
な
い
と
き
は
、
行
政
協
力

委
員
等
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。 ●す

た
だ
し
、
申
請
書
に
登
載
す

る
人
は
、
次
の
要
件
に
該
当
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
、
農
業
委
員
会
か
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
申
請
用
紙
の
配
布
さ

れ
な
い
方
は
、
農
業
委
員
会
か

選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

１
、
金
木
町
農
業
委
員
会
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

あ
る
こ
と
。

２
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十

一
日
現
在
で
満
二
十
才
以
正

の
者
。

３
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営

ん
で
い
る
者
。

４
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
ん

で
い
る
者
と
同
居
の
親
族
ま

た
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年

間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業

委
員
会
が
認
め
た
者
。

５
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま

た
は
社
貝
で
あ
っ
て
、
年
間

お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と

農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
。

平
野

酪
一

；
；
＃
…
ｌ

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
芦
野

ゴ
ミ
捨
て
場
は
、
先
月
二
十
二

日
で
閉
鎖
と
な
り
、
新
し
い
ゴ

ミ
捨
て
場
を
川
倉
女
坂
開
拓
の

下
図
へ
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

芦
野
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
よ
う
、
ま
た
、
新
し

い
ゴ
ミ
捨
て
場
ま
で
の
途
中
に

１
１

ゴ
寝
を
捨
て
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
河
川
や
道
路
な
ど
に

不
法
投
棄
す
る
と
、
法
の
定
め

に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

○
ゴ
ミ
を
連
搬
途
中
道
路
等
に

落
と
さ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

○
ゴ
ミ
に
は
絶
対
に
火
を
つ
け

な
い
で
下
さ
い
。

（
金
木
町
・
金
木
養
察
署
）
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女坂ゴ 捨て場見取図
一
一
へ

至川倉

雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
い

除
排
雪
車
の
出
番
が
多
く
な
り
ま

す
。
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排

雪
が
円
滑
に
進
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
般
交
通
の
妨
げ
と
も
な

り
ま
す
か
ら
、
路
上
駐
車
や
道
路

へ
の
雪
す
て
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ

ア
（
ノ
◎
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十
一
一
月
一
一
一
士
日
は
工
業
統
計
調
査
の
日

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
き
は
、

届
け
出
て
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
免
除

を
受
け
ま
す
と
、
将
来
受
け
る

老
齢
年
金
が
保
険
料
を
納
め
た

人
の
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
の

で
大
変
不
利
益
で
す
。

そ
の
た
め
、
免
除
を
受
け
た

期
間
に
つ
い
て
、
将
来
、
経
済
的

な
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
に
保

険
料
を
追
納
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
追
納
は
、
過
去
十
年
以

内
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
当
時

の
保
険
料
額
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
追
納
し
ま
す
と
、
こ
の
期

間
は
保
険
料
を
納
め
た
年
金
額

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
免
除
制
度
は
、

任
意
加
入
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

追
納
で
き
る

免
除
期
間
の

保
険
料

お
知
ら
せ
・
お
し
ら
せ
・
お
知
ら
せ

減
額
は
生
涯
つ
づ
く

～
年
金
の
繰
上
げ

請
求
～

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通

算
老
齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
を

受
け
る
条
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
間
な
ら
、
い
つ
で
も
希
望

す
る
と
き
に
繰
上
げ
て
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
、

四
十
二
％
か
ら
十
一
％
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
し
か
も
、
い
っ
た
ん

繰
上
げ
支
給
を
受
け
る
と
、
こ

の
減
額
は
生
涯
続
い
て
取
消
し

が
で
き
ま
せ
ん
。
繰
上
げ
支
給

を
請
求
す
る
と
き
は
、
よ
く
考

え
て
諦
求
し
ま
し
ょ
う
。

奥
さ
ん
な
ど
に
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
国
民
年
金
係
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

●

昭
和
五
十
五
年
度
冷
害
に
伴

う
世
帯
更
生
資
金
（
特
枠
）
の

貸
付
を
金
木
町
社
会
福
祉
協
縦

会
で
受
付
中
で
す
。

今
回
の
冷
害
に
よ
る
被
災
農

家
等
の
う
ち
、
生
活
困
窮
農
家

等
に
貸
付
す
る
も
の
で
、
限
度

額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
限
度
額
四
十
万
円
以
内

○
利
子
年
三
％

○
据
置
期
間
一
年
以
内

（
無
利
子
）

○
悩
還
期
間
七
年
以
内

○
償
還
方
法
月
賦
、
半
年
賦

年
賦

○
申
込
受
付
来
年
二
月
二
十

八
日
ま
で

な
お
、
申
込
み
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
金
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

香
３
‐
２
１
１
１
（
内
型

世
帯
更
生
資
金

（
特
枠
）
貸
付
中

－

｜
出
生
一

（
扣
月
分
）

加
藤
朝
香
（
磐
）
金
木

中
谷
勝
美
（
勝
之
）
川
倉

泉
谷
香
（
勝
信
）
〃

秋
元
愛
（
幸
彦
）
嘉
瀬

中
村
晋
（
智
）
喜
良
市

岡
田
慎
太
郎
（
和
幸
）
〃

佐
藤
理
佳
二
幸
）
〃

津
島
勲
（
順
二
金
木

山
Ⅲ
大
成
（
政
夫
）
〃

角
川
一
実
（
孝
志
）
〃

小
松
貴
子
（
勝
春
）
嘉
瀬

〆一、〆一、～、〆一ヘ〆一ヘ〆一、〆一、

斉太田米佐秋小高石山黒北対鳴
藤田中谷藤元笠杉岡中沼川馬海
恵し原異と
美裕げ昭富恵貞綾紀章も喜
子一子雄子勝子吉子浩子男子栄

蕊謬議馥麺雲霞
､-～、-～、-～唾懲、-～、-～郎郎
嘉五鯵喜山川喜五鶴嘉金中一一
所ケ良形良所田里．金喜
瀬市沢市県倉市市町瀬木町木瀬

出

へ
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；ー 生
●

／一、〆ヘ〆一、一、〆一へ〆一、〆へ〆ー、〆一、一一、／ヘヘ

白鈴丹鈴白古西伯沢秋小工工中松栗泉細小泉角沢外古
川木場木川川谷耆田元野藤藤谷川城谷川寺谷田田崎川
と八原かす

き輝文き辰寿幸つ正典俊み敬恵政慶宗敦国良公直孝
ぬ女子雄ゑ昭子一子治子悦子三子志子男子博子博子文

悪霊塞璽籔蕊塞雲肇蕊霊塞
川神金福藤中金千五金喜車川嘉福川神中川金天青喜
奈島葉所〃良力島奈問森良
倉川木県枝里木県市木市村倉瀬県倉川里倉木林市市

昭
和
弱
年
町
民
元
旦
の
集
い

‐
参
加
者
募
集
中

恒
例
の
元
旦
の
集
い
が
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
、

午
前
十
一
時
よ
り
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
希
望
者
は
、
会
費
二
千
円
を
添
一

え
て
金
木
町
教
育
委
員
会
、
又
は
金
木
町
中
央
公
民
館
へ

今
月
二
十
三
日
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

お
悔

（
扣
月
分
）

藤
井
徳
太
郎
（
妬
）
金
木

小
山
内
男
次
（
配
）
嘉
瀬

外
崎
イ
ク
（
“
）
参

野
呂
き
わ
（
配
）
〃

工
藤
イ
ソ
（
私
）
藤
枝

長
尾
め
ん
（
的
）
〃

茂
木
政
田
郎
（
沼
）
金
木

津
島
き
わ
（
鮪
）
〃

白
川
重
昭
（
“
）
〃

高
橋
俊
男
（
両
）
金
木

岡
田
は
る
（
師
）
喜
良
市

対
馬
と
せ
（
副
）
金
木

木
下
末
三
（
わ
）
嘉
瀬

浜
田
陸
奥
雄
（
躯
）
〃

需
弥
讓
謹
認
輌

ヘ
白
川
勝
成
（
定
道
）
金
木

一
天
野
敦
子
（
輿
一
郎
）
鯵
ヶ
沢

や
み

(4）‘’

結

婚


